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特 

集 

①

シ
ス
テ
ム
に
加
え
て
、
こ
れ
と

連
携
し
た
電
気
自
動
車
や
蓄
電

池
な
ど
に
対
し
て
の
補
助
事
業

を
実
施
し
て
い
る
よ
。

▽
受
付
期
間
　
５
月
９
日（
火
）〜
。

▽
内
容
　
上
の
表
の
通
り
。

▽
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人
。
①
自
ら
居
住
す
る
住
宅

に
機
器
を
設
置
す
る
②
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
な
ど
。

▽
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
に
な
る
か
、
環
境
政
策

課
（
市
役
所
12
階
）
☎（
632
）２

４
０
８
へ
。

他
に
も
、
環
境
に
優
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組

み
を
教
え
て
。

「
み
や
Ｃ
Ｏ
２
バ
イ
バ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
る

よ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て
い
る

人
か
ら
寄
付
さ
れ
た
二
酸
化
炭

素
削
減
量
を
、
売
り
買
い
が
可

能
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
換
え
企
業

に
販
売
し
、
得
ら
れ
た
収
益
を

市
内
学
生
団
体
に
よ
る
環
境
活

動
の
支
援
に
活
用
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ん
だ
。

お
も
し
ろ
そ
う
な
取
り
組

み
だ
ね
。

平
成
29
年
４
月
現
在
、
住

宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
た
市
民
の
皆
さ
ん

約
450
人
が
参
加
し
、
257
ト
ン

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
た
ん
だ
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
、

す
で
に
参
加
し
て
い
る
ん

だ
ね
。
集
ま
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

の
？

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
環
境
に

優
し
い
事
業
活
動
を
行
う

企
業
に
販
売
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト

で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を

相
殺
し
た
「
環
境
に
や
さ
し
い

イ
ベ
ン
ト
」
の
実
施
や
、
自
動

販
売
機
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
の
埋
め
合
わ
せ
に
活
用

さ
れ
る
よ
（
上
の
図
）。

み
ん
な
で
集
め
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
が
地
域
に
還
元
さ

れ
る
な
ん
て
す
て
き
な
取
り
組

み
だ
ね
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
に
よ

る
収
益
は
、
他
に
も
学
生

団
体
に
よ
る
環
境
活
動
の
支
援

に
使
わ
れ
て
い
る
よ
。

　
こ
れ
ま
で
、
絶
滅
危
惧
種
の

保
全
活
動
や
里
山
を
活
用
し
た

地
域
支
援
、
環
境
に
負
荷
を
か

け
な
い
農
業
の
推
進
活
動
、
環

境
問
題
を
子
ど
も
に
伝
え
る
活

動
な
ど
に
活
用
し
て
き
た
ん
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
、
学
生
の

活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

活
動
が
つ
な
が
り「
エ
コ
の
環
」

を
つ
く
っ
て
い
く
ん
だ
。

楽
し
そ
う
だ
ね
。
ミ
ヤ

リ
ー
も
「
エ
コ
の
環
」に
参

加
し
た
い
な
。

住
宅
に
太
陽
光
発
電
を
設

置
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す
る
事

業
所
の
皆
さ
ん
、
環
境
活
動
に

取
り
組
む
学
生
の
皆
さ
ん
を
募

集
し
て
い
る
よ
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
、

気
軽
に
始
め
ら
れ
る
環
境

活
動
か
ら
「
エ
コ
の
環
」
に
加

わ
っ
て
も
ら
た
い
ね
。

問
環
境
政
策
課
☎（
632
）２
４
１

８

宇
都
宮
で
、
環
境
に
優
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
っ
て
聞
い
た

よ
。

宇
都
宮
の
冬
場
の
日
照
時

間
が
長
い
と
い
う
地
域
特

性
を
生
か
し
て
、
「
太
陽
光
発

電
」
を
軸
と
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
に
合
わ

せ
て
、
発
電
し
た
電
気
を
蓄
え

る
蓄
電
池
の
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
る
ん
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
っ
て
こ
と
だ
ね
。

そ
う
だ
ね
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
一
般
家
庭
の
低
炭
素

化
を
促
進
で
き
る
他
、
東
日
本

大
震
災
で
経
験
し
た
よ
う
な
停

電
に
も
備
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
※
）」
の
普
及
を
目
指
し
て
い

る
ん
だ
（
左
上
の
図
）。

「
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
は
、
災
害
時
に
も

役
に
立
つ
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ん
だ
ね
。

そ
う
だ
ね
。
そ
し
て
、
自

立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

重
要
に
な
る
の
が
、
電
気
を
蓄

え
る
「
蓄
電
池
」
だ
よ
。
そ
の

中
で
も
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
、
電
気
自
動
車
を
蓄
電
池

と
し
て
活
用
す
る
方
法
な
ん
だ
。

市
販
さ
れ
て
い
る
電
気
自
動
車

の
電
力
量
は
、
10.5
〜
30
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
で
、
定
置
型
蓄
電
池

の
電
力
量
と
比
べ
て
も
引
け
を

取
ら
な
い
ん
だ
。
ま
た
、
定
置

型
の
蓄
電
池
と
は
違
い
、
普
段

は
、
自
動
車
と
し
て
活
用
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
ん
だ
よ
。

家
庭
で
電
気
自
動
車
を
蓄

電
池
と
し
て
使
う
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

電
気
自
動
車
と
住
宅
を
つ

な
ぐ
連
携
機
器
が
必
要
に

な
る
よ
。
こ
の
連
携
機
器
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
電
気
自
動
車

に
蓄
え
て
あ
る
電
気
を
家
庭
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
ん
だ
。
宇
都
宮
で
は
、

太
陽
光
発
電
と
組
み
合
わ
せ
、

電
気
自
動
車
を
蓄
電
池
と
し
て

活
用
す
る
た
め
の
車
両
購
入
費
、

連
携
機
器
の
設
置
費
用
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
よ
。

環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
に
、
宇
都
宮
で
は
ど
ん

な
補
助
金
が
あ
る
の
？

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を

減
ら
し
低
炭
素
化
を
進
め
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
太
陽
光
発
電

◎みやの環境創造提案・実践事業への参加学生団体を募集　学生団体による地球温暖化対策や資源の循環
利用、生態系の保全など市内の環境問題を解決する活動に対し、公開プレゼンテーション審査により助成
します。▽対象　市内の学生など５人以上で構成され、活動を指導・監督する教員などが参加している団
体▽助成金額　１活動当たり上限10万円▽その他　申込期限は５月17日。申し込み方法など、詳しくは、
環境政策課☎（632）2403へ。
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※１　自立分散型エネルギー　本市の地域特性である冬場の日照時間の長さを生かしながら、身近なとこ
ろでつくった電気を貯めてエネルギー事情の影響に左右されずにいつでも安定的に使用できる状態のこと。

本
市
が
普
及
を
目
指
す

自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
気
自
動
車
は

「
走
る
蓄
電
池
」

環
境
活
動
を
支
援
す
る

み
や
の
創
造
提
案・実
践
事
業

家
庭
向
け

低
炭
素
化
普
及
促
進
補
助
金

太
陽
光
発
電
を
活
用

み
や
Ｃ
Ｏ
２
バ
イ
バ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

環境にも優しい自立分散型エネルギー家庭向け低炭素化普及促進補助金
　自立分散型エネルギーは、電力を必要
とする場所で発電します。
　大規模な発電所から電気を供給する場
合、送電する時にロスが生じていました。
しかし、自立分散型エネルギーは地産地
消できるため、送電時のロスが生じず、
発電した電力を効率よく活用できます。
　また、再生可能エネルギーは発電時に
温室効果ガス（CO2）を発生しないた
め、環境にやさしいエネルギーです。

災害時にも強い自立分散型エネルギー
　自立分散型エネルギー
は大規模な発電所からの
電気の供給が途絶えても、
家庭に備えた太陽光発電
などの発電設備から電気
を供給できるため、災害
時などでも家庭で電気を
使用することができます。

太陽光

環
境
に
優
し
く
、
災
害
時
も
活
躍

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
上
手
に
使
お
う

　環
境
に
興
味
を
持
っ
た
ミ
ヤ
リ
ー
。生
活
に
活
用
で
き

る
、環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

友
達
の
ハ
ッ
ピ
に
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

電気自動車を蓄電池として活用

太陽光発電システム用
パワーコンディショナ

分電盤

太陽光

電化製品給電

電気自動車

給電・充電

太陽光EV連携機器

家庭向け低炭素化
普及促進補助事業

太陽光発電で削減した
CO2を市へ寄付

みやの提案・
実践事業

地域の環境を
創造・保全

学生の環境
活動を支援

CO2

クレジットを購入

削減したCO2を
クレジット化

みやCO2バイバイ
プロジェクトの
エコ活動の環

購入代金

環境創造基金

補助対象機器 補助額 補助予定
件数

①太陽光発電システ
ム

1キロワット当
たり1万円(上
限8万円)

1,000件

⑤燃料電池
（エネファーム）

自己負担額の
10パーセント
(上限10万円)

190件

②定置型蓄電池
太
陽
光
発
電
と
連
携
し
た
蓄
電
池

自己負担額の
10パーセント
(上限30万円)

100件③蓄電池を備え
た自動車（EV･
PHEVなど）

自己負担額の
10パーセント
(上限30万円)

④太陽光EV連携
機器（変換機）

自己負担額の
10パーセント
(上限10万円)

エコの環エコの環

ハッピミヤリー

▲「みやＣＯ２バイバイプ
ロジェクト」ロゴマーク　
太陽光発電を生かして市
民や事業者を巻き込ん
で環境行動がつながって
いくことを表しています。 HP

太陽光でつくった電力は
100パーセント全て使えるよ

停電時

ノー

NO

停電時
OK

太陽光

※②～④は、いずれか１つのみ申請可。

わ
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①

シ
ス
テ
ム
に
加
え
て
、
こ
れ
と

連
携
し
た
電
気
自
動
車
や
蓄
電

池
な
ど
に
対
し
て
の
補
助
事
業

を
実
施
し
て
い
る
よ
。

▽
受
付
期
間
　
５
月
９
日（
火
）〜
。

▽
内
容
　
上
の
表
の
通
り
。

▽
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人
。
①
自
ら
居
住
す
る
住
宅

に
機
器
を
設
置
す
る
②
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
な
ど
。

▽
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
に
な
る
か
、
環
境
政
策

課
（
市
役
所
12
階
）
☎（
632
）２

４
０
８
へ
。

他
に
も
、
環
境
に
優
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組

み
を
教
え
て
。

「
み
や
Ｃ
Ｏ
２
バ
イ
バ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
る

よ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て
い
る

人
か
ら
寄
付
さ
れ
た
二
酸
化
炭

素
削
減
量
を
、
売
り
買
い
が
可

能
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
換
え
企
業

に
販
売
し
、
得
ら
れ
た
収
益
を

市
内
学
生
団
体
に
よ
る
環
境
活

動
の
支
援
に
活
用
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ん
だ
。

お
も
し
ろ
そ
う
な
取
り
組

み
だ
ね
。

平
成
29
年
４
月
現
在
、
住

宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
た
市
民
の
皆
さ
ん

約
450
人
が
参
加
し
、
257
ト
ン

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
た
ん
だ
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
、

す
で
に
参
加
し
て
い
る
ん

だ
ね
。
集
ま
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

の
？

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
環
境
に

優
し
い
事
業
活
動
を
行
う

企
業
に
販
売
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト

で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を

相
殺
し
た
「
環
境
に
や
さ
し
い

イ
ベ
ン
ト
」
の
実
施
や
、
自
動

販
売
機
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
の
埋
め
合
わ
せ
に
活
用

さ
れ
る
よ
（
上
の
図
）。

み
ん
な
で
集
め
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
が
地
域
に
還
元
さ

れ
る
な
ん
て
す
て
き
な
取
り
組

み
だ
ね
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
に
よ

る
収
益
は
、
他
に
も
学
生

団
体
に
よ
る
環
境
活
動
の
支
援

に
使
わ
れ
て
い
る
よ
。

　
こ
れ
ま
で
、
絶
滅
危
惧
種
の

保
全
活
動
や
里
山
を
活
用
し
た

地
域
支
援
、
環
境
に
負
荷
を
か

け
な
い
農
業
の
推
進
活
動
、
環

境
問
題
を
子
ど
も
に
伝
え
る
活

動
な
ど
に
活
用
し
て
き
た
ん
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
、
学
生
の

活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

活
動
が
つ
な
が
り「
エ
コ
の
環
」

を
つ
く
っ
て
い
く
ん
だ
。

楽
し
そ
う
だ
ね
。
ミ
ヤ

リ
ー
も
「
エ
コ
の
環
」に
参

加
し
た
い
な
。

住
宅
に
太
陽
光
発
電
を
設

置
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す
る
事

業
所
の
皆
さ
ん
、
環
境
活
動
に

取
り
組
む
学
生
の
皆
さ
ん
を
募

集
し
て
い
る
よ
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
、

気
軽
に
始
め
ら
れ
る
環
境

活
動
か
ら
「
エ
コ
の
環
」
に
加

わ
っ
て
も
ら
た
い
ね
。

問
環
境
政
策
課
☎（
632
）２
４
１

８

宇
都
宮
で
、
環
境
に
優
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
っ
て
聞
い
た

よ
。

宇
都
宮
の
冬
場
の
日
照
時

間
が
長
い
と
い
う
地
域
特

性
を
生
か
し
て
、
「
太
陽
光
発

電
」
を
軸
と
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
に
合
わ

せ
て
、
発
電
し
た
電
気
を
蓄
え

る
蓄
電
池
の
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
る
ん
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
っ
て
こ
と
だ
ね
。

そ
う
だ
ね
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
一
般
家
庭
の
低
炭
素

化
を
促
進
で
き
る
他
、
東
日
本

大
震
災
で
経
験
し
た
よ
う
な
停

電
に
も
備
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
※
）」
の
普
及
を
目
指
し
て
い

る
ん
だ
（
左
上
の
図
）。

「
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
は
、
災
害
時
に
も

役
に
立
つ
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ん
だ
ね
。

そ
う
だ
ね
。
そ
し
て
、
自

立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

重
要
に
な
る
の
が
、
電
気
を
蓄

え
る
「
蓄
電
池
」
だ
よ
。
そ
の

中
で
も
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
、
電
気
自
動
車
を
蓄
電
池

と
し
て
活
用
す
る
方
法
な
ん
だ
。

市
販
さ
れ
て
い
る
電
気
自
動
車

の
電
力
量
は
、
10.5
〜
30
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
で
、
定
置
型
蓄
電
池

の
電
力
量
と
比
べ
て
も
引
け
を

取
ら
な
い
ん
だ
。
ま
た
、
定
置

型
の
蓄
電
池
と
は
違
い
、
普
段

は
、
自
動
車
と
し
て
活
用
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
ん
だ
よ
。

家
庭
で
電
気
自
動
車
を
蓄

電
池
と
し
て
使
う
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

電
気
自
動
車
と
住
宅
を
つ

な
ぐ
連
携
機
器
が
必
要
に

な
る
よ
。
こ
の
連
携
機
器
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
電
気
自
動
車

に
蓄
え
て
あ
る
電
気
を
家
庭
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
ん
だ
。
宇
都
宮
で
は
、

太
陽
光
発
電
と
組
み
合
わ
せ
、

電
気
自
動
車
を
蓄
電
池
と
し
て

活
用
す
る
た
め
の
車
両
購
入
費
、

連
携
機
器
の
設
置
費
用
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
よ
。

環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
に
、
宇
都
宮
で
は
ど
ん

な
補
助
金
が
あ
る
の
？

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を

減
ら
し
低
炭
素
化
を
進
め
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
太
陽
光
発
電

◎みやの環境創造提案・実践事業への参加学生団体を募集　学生団体による地球温暖化対策や資源の循環
利用、生態系の保全など市内の環境問題を解決する活動に対し、公開プレゼンテーション審査により助成
します。▽対象　市内の学生など５人以上で構成され、活動を指導・監督する教員などが参加している団
体▽助成金額　１活動当たり上限10万円▽その他　申込期限は５月17日。申し込み方法など、詳しくは、
環境政策課☎（632）2403へ。
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※１　自立分散型エネルギー　本市の地域特性である冬場の日照時間の長さを生かしながら、身近なとこ
ろでつくった電気を貯めてエネルギー事情の影響に左右されずにいつでも安定的に使用できる状態のこと。

本
市
が
普
及
を
目
指
す

自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
気
自
動
車
は

「
走
る
蓄
電
池
」

環
境
活
動
を
支
援
す
る

み
や
の
創
造
提
案・実
践
事
業

家
庭
向
け

低
炭
素
化
普
及
促
進
補
助
金

太
陽
光
発
電
を
活
用

み
や
Ｃ
Ｏ
２
バ
イ
バ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

環境にも優しい自立分散型エネルギー家庭向け低炭素化普及促進補助金
　自立分散型エネルギーは、電力を必要
とする場所で発電します。
　大規模な発電所から電気を供給する場
合、送電する時にロスが生じていました。
しかし、自立分散型エネルギーは地産地
消できるため、送電時のロスが生じず、
発電した電力を効率よく活用できます。
　また、再生可能エネルギーは発電時に
温室効果ガス（CO2）を発生しないた
め、環境にやさしいエネルギーです。

災害時にも強い自立分散型エネルギー
　自立分散型エネルギー
は大規模な発電所からの
電気の供給が途絶えても、
家庭に備えた太陽光発電
などの発電設備から電気
を供給できるため、災害
時などでも家庭で電気を
使用することができます。

太陽光

環
境
に
優
し
く
、
災
害
時
も
活
躍

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
上
手
に
使
お
う

　環
境
に
興
味
を
持
っ
た
ミ
ヤ
リ
ー
。生
活
に
活
用
で
き

る
、環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

友
達
の
ハ
ッ
ピ
に
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

電気自動車を蓄電池として活用

太陽光発電システム用
パワーコンディショナ

分電盤

太陽光

電化製品給電

電気自動車

給電・充電

太陽光EV連携機器

家庭向け低炭素化
普及促進補助事業

太陽光発電で削減した
CO2を市へ寄付

みやの提案・
実践事業

地域の環境を
創造・保全

学生の環境
活動を支援

CO2

クレジットを購入

削減したCO2を
クレジット化

みやCO2バイバイ
プロジェクトの
エコ活動の環

購入代金

環境創造基金

補助対象機器 補助額 補助予定
件数

①太陽光発電システ
ム

1キロワット当
たり1万円(上
限8万円)

1,000件

⑤燃料電池
（エネファーム）

自己負担額の
10パーセント
(上限10万円)

190件

②定置型蓄電池
太
陽
光
発
電
と
連
携
し
た
蓄
電
池

自己負担額の
10パーセント
(上限30万円)

100件③蓄電池を備え
た自動車（EV･
PHEVなど）

自己負担額の
10パーセント
(上限30万円)

④太陽光EV連携
機器（変換機）

自己負担額の
10パーセント
(上限10万円)

エコの環エコの環

ハッピミヤリー

▲「みやＣＯ２バイバイプ
ロジェクト」ロゴマーク　
太陽光発電を生かして市
民や事業者を巻き込ん
で環境行動がつながって
いくことを表しています。 HP

太陽光でつくった電力は
100パーセント全て使えるよ

停電時

ノー

NO

停電時
OK

太陽光

※②～④は、いずれか１つのみ申請可。

わ


